
ビジネスキャリア学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

１年 30 メディアデザイン論

１年 31 広告デザイン演習

２年 87 広告論



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

グループワークを適宜設け、理解の深まりに応じ授業の展開順・形態を変更の場合があります。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

現役でデザイン業務に従事している教員が、社会で求められるデザイン力を意識した指導を行います。
広告代理店・デザイン会社等でのデザイナー経験あり。

コミュニケーションデザインⅢ
〜デザインの活用と有効性〜 デザインレポート

総論：エンジョイ、メディアデザインを修得する

適宜資料を用意します。ノート（タブレット可）を持参してください。

【事前】予習内容は授業で指示（概ね60分）
【事後】授業で指示（概ね60分）

【事前】予習内容は授業で指示（概ね60分）
【事後】授業で指示（概ね60分）

効果絶大 パターン柄デザインの有効性を認識する

ポップでシックでオシャレ 広告写真の役割を知る

“地域デザイン”の魅力を理解する

参考文献やデザイン展示、関連情報などを適宜紹介します。

表現は無限大 イラストレーションの役割と魅力を知る

色の効果や色の意味を理解する

お役立ちレイアウトのヒミツ〜効果的な配置・構図〜

お役立ちレイアウトのヒミツ〜立体・空間・ディスプ
レイ〜

コミュニケーションデザインⅡ
〜配色とレイアウト表現〜 デザインレポート

写真も文字もイラストも、デザイン要素として位置付
ける

かわいい カッコいい、ステキなロゴデザインとは？

ココロに響くキャッチーなネーミングとコピーを知る

コミュニケーションデザインⅠ
〜広告におけるデザイン表現〜 デザインレポート

【事前】予習内容は授業で指示（概ね60分）
【事後】授業で指示（概ね60分）

【事前】予習内容は授業で指示（概ね60分）
【事後】生活の中で印象に残るデザインやロゴ、
ネーミング、コピーを探そう（概ね60分）

近年、ビジネスの世界においてデザインの価値や役割を重視し、様々なPR手法が展開されています。一
般企業等に属してもデザインに関わる機会も多く想定されます。デザインは決して特別なものではな
く、より良い情報を発信するための表現手段です。本講義を通してデザインに深く興味を持って取り組
むことを期待します。

授業計画 準備学修

メディアデザインとは？ デザインの価値を認識する
【事前】「デザインって何だろう」皆さんが思う
デザインを想像してみよう（概ね30分）

コミュニケーションの手段としてのメディアの特性を理解する。実際に広告やポスター作りに必要とさ
れるコンセプト、ネーミング・キャッチコピー・レイアウト・フォント・カラー等の考え方を学ぶ。

15

クリエイティブな発想によるメディアの展開事例とデザインの有効性や魅力を理解するために学修しま
す。またメディアにおける特性や表現を理解し、広い視点から“デザイン思考”の修学を目指します。

授業時間数 30 時間 受講態度 20 ％

授業形態 講義
回

40 ％

対象学科
必修・選択
配当年次

ＢＣ学科 選択 １年
開講時期 後期

単位数 2 単位
授業内
課題等

40 ％

授業回数

【事前】予習内容は授業で指示（概ね60分）
【事後】生活の中で印象に残るイラストレーショ
ンやディスプレイを探そう（概ね60分）

【事前】予習内容は授業で指示（概ね60分）
【事後】生活の中で印象に残るパターン柄や広告
写真、地域デザインを探そう（概ね60分）

学修成果

科目ナンバリング

BC-3-ECO-07

● ●

科目名 メディアデザイン論
単位
認定者

伊藤　典博

評
価
の
方
法

試験(筆記・
レポート)



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2
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15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

現役でデザイン業務に従事している教員が、社会で求められるデザイン力を意識した指導を行います。
広告代理店・デザイン会社等でのデザイナー経験あり。

授業形態 演習

授業計画

Illustratorの基本操作Ⅰ
図形ツールやペンツールの使い方

Illustratorの基本操作Ⅱ
カラーパレット・フォントの使い方

Illustratorの基本操作Ⅲ
キャラクターをデザイをしよう（色彩・幾何構成）

準備学修

【事前】教科書およびhttps://www.skystars.jp
ソフトを使用したデザイン事例閲覧（概ね60分）

対象学科
必修・選択
配当年次

【事前】演習テーマについて予習（概ね各60分）
 ○予習内容は授業で指示
【事後】演習内容について復習（概ね各90分）

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

課題演習 基礎Ⅱ（文字を中心とした見本の再現）

課題演習 基礎Ⅲ（写真を含む基礎Ⅰ・Ⅱの応用）

Photoshopの基本操作Ⅰ
写真の加工・配置の操作

Photoshopの基本操作Ⅱ
写真の切り抜きの操作

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

伊藤　典博科目名 広告デザイン演習
単位
認定者

科目ナンバリング

BC-3-ECO-08

開講時期 後期
ＢＣ学科 １年 単位2

30 時間

評
価
の
方
法

％

試験(筆記・
レポート)

20 ％

授業内
課題等

受講態度 20

％60

IllustratorとPhotoshopの役割り
グラフィックソフトの役割

1年次のメディアデザイン論を基に、広告制作の実践力を養う。グラフィックソフトや画像編集ソフトを
使用し、広告制作を行う。演習を通してPCとソフトウェアの操作方法を修得し、用途・目的に応じた適
切なデザイン制作ができるスキルを身につける。

グラフィックソフトの基本的な操作方法を演習します。学修者はそれぞれのソフトを活用しながら紙媒
体をはじめ、広告デザインの制作過程を認識・理解することを目標とします。（Adobe Illustratorと
Photoshop）

学修者が実際にグラフィックソフトを使用し広告表現に触れることで、デザインの魅力や役割を認識
し、ヴィジュアルコミュニケーションの可能性や価値を理解することを期待します。

15 回

1.グループワークを適宜設け、理解の深まりに応じ授業の展開順・形態を変更する場合があります。
2.毎回の授業に、ノート（タブレット可）を持参してください。

課題演習 応用Ⅲ／グループワーク
仙台をデザインしよう（グッズデザイン）

課題演習プレゼンテーション

総論：デザインレポート

【事前】課題演習について予習（概ね60分）
【事後】演習の振り返り（概ね60分）

【事前】レポートについて予習（概ね60分）
【事後】授業で指示（概ね1時間）

【事前】基本操作について予習（概ね各60分）
 ○教科書の予習範囲について授業で指示
【事後】基本操作について復習（概ね各60分）

【事前】演習操作について予習（概ね各60分）
 ○予習内容について授業で指示
【事後】演習内容について復習（概ね各60分）

課題演習 応用Ⅱ／グループワーク
仙台をデザインしよう（ポスターデザイン）

【事前】入稿操作について予習（概ね30分）
【事後】入稿操作について復習（概ね60分）

参考文献やデザイン展示、関連情報などを適宜紹介します。

これからはじめるIllustrator&Photoshop、黒野明子 著（自学自習のガイドとしても使用できます）

課題演習 応用Ⅰ／グループワーク
仙台をデザインしよう（ロゴタイプデザイン）

印刷入稿までの制作シミュレーション

課題演習 基礎Ⅰ（図形を中心とした見本の再現）



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

回 担当教員

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

BC-3-ECO-21

参考文献 講義の進行に応じ、講義内容を補完する参考文献を提示する。

教科書

備考

「新版　この1冊ですべてがわかる「広告の基本」」　波田浩之著　（日本実業出版社）

適時、講義内で各自にレポート、課題等を実施する場合がある。その場合は、その都度講評を行う。

広報と広告と公告。その効果検証
それぞれの違い・役割、実施後の検証をする仕組み
について

15

実際に広告を考える
指定する動画や画像にコピーを加えて、企業・商品
等の広告を作るグループワーク・発表

総括　広告から見えてくる社会と私
TVCFやキャッチコピーは時代や世相を反映する。話
題になった広告で振り返る

授業の概要
いまや広告はかつてのような効果を上げることができなくなってきている。インターネット時代の到来によりこれまでの広告手法だ
けでは消費者のニーズを把握・喚起できなくなっているのだ。この現代において「新しい広告」は何かを、最近の事例をもとに考察
していく。

1

授業計画

10

5

SNSの活用と課題
誰もが発信できるSNSの利便性や影響力およびネッ
トリテラシーについて

【事前】TVやweb、店頭などで体感した企業等の販売促進活動か
ら、その目的は何かを考える（概ね30分）

【事前】仙台五大まつり（仙台・青葉まつり、仙台七夕まつり、
定禅寺ストリートジャズフェスティバル、みちのくYOSAKOIまつ
り、SENDAI光のページェント）各々の歴史と過去の来場者数を調
べておく（概ね30分）

【事前】仙台でラーメン店を開業することを検討（概ね30分）

【事前】5年後起業するならば業種、立地、顧客、売上規模など夢
と現実を考える（概ね30分）

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

評
価
の
方
法

授業内課題 70 ％

受講態度 ％30

12

13

14

7

・新規事業を行う際のマーケティングおよび広告コミュニケーションを理解する。
・新しい商品やサービスの情報発信について、実例をベースに具体的施策を考える力を習得する。

学修者への
期待等

3

4

8

9

実践WEBプロモーション
紙とWeb・SNSを活用したプロモーションを考える。
グループワーク・発表

マーケティングの基礎2
「PDCAとOODA」と「LTV」顧客生涯価値、「CRM」顧
客関係管理

マーケティングの基礎3
「AIDMAとAISAS」と「SIPS」、「プロダクトアウト
とマーケットイン」

プロモーション概論
キャンペーンやプロモーション手法、コンタクトポ
イントとしてのイベント手法について

イベント集客を考える
仙台五大まつりの観光客増を目指すには。グループ
ワーク・発表

11

到達目標

マーケティングの基礎4
「3Ⅽと4Ｐ」「5フォース」と「KPI,KGI」

マーケティングの基礎5
マーケティング方法論と身近な事象をSWOT分析で事
業計画

ネット広告
Webの特性からAI活用による広告の進化まで

6

学修成果

開講時期
ＢＣ学科

科目名 広告論

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 2年

マーケテイングの基礎1
「SWOT分析とコア・コンピタンス分析」
「STP分析」
「バリューチェーン分析」

● ● ●

【事前】事前に配布する資料をもとにプロモーションを考える
（概ね1時間）

【事前】ネット広告にはどんな種類があるか、テキストで概略を
つかんでおく　P80～89（概ね30分）

授業形態

単位

浦邉　友貴

2
後期

イントロダクション
身近な広告だが、華やかなイメージの裏側には企業
の強かな戦略がある。それがマーケティング。基本
を知ることでモノの見方も変わってくる。演習：ロ
ジックツリー

単位
認定者

講義

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数 15 回

広告は常に時代を反映しているため、広告を学ぶことは変化する時代を学ぶことにつながります。普段何気なく「いいね」を押して
いるソーシャルメディアも今や大きな広告メディアです。一方で近年、手間暇かかるリアルなイベントなど相互接触機会への欲求も
高まっています。つまり、技術は進化しても人間心理に大きな変化はないということです。身近なところでどのような広告コミュニ
ケーションが行われているか、日頃から観察してみてください。講義中の課題には積極的に取り組むことを期待します。

【事前学習】新聞や雑誌、屋外広告やTV,webなどの広告を意識し
て見ておく（概ね1時間）

準備学修

【事前】炎上が起こる理由としくみを考える（概ね1時間）

2
地域における広告の社会的役割
仙台広告賞受賞作品を通して

【事後】授業内容の復習（概ね30分） 浦邉

【事前】効果検証は媒体ごとに異なる。テレビ・ラジオ・紙媒
体・WEB(各種SNSを含む)の効果は何で検証されるかを考える(概ね
30分)

【事前】講義までに自分が触れた広告・気になった広告につい
て、伝えたいメッセージが何なのかを考えてみる（概ね30分）

【事前】自分がこれまで触れた中で印象に残っている広告をリス
トアップしてみる（概ね30分）

砂原

砂原

砂原

砂原

浦邉

浦邉

砂原

砂原

藤崎

藤崎

藤崎

高橋

高橋

藤崎
浦邊
高橋

【事前学習】自分の得手・不得手を確認（30分程度）

【事前】自身に置き換えてトラブル時の対処法などを想定（概ね
30分）

【事前】LINEやXなど自身が活用しているSNSで自分の行動に影響
が及ぼされている事象を検証してみる（概ね30分）
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